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を
検
討

■ 

取
水

ポ
ン
プ

場
に
も
、

今
年
度
中
に
原
水
濁
度
計
を
設
置

　

原
水
濁
度
が
上
昇
し
て
も
断
水

を
回
避
・
低
減
す
る
た
め
の
改
善

策
を
、
そ
の
実
現
性
も
含
め
て
検

討
し
ま
す
。

【
検
討
内
容
】

■ 

原
水
調
整
池
（
濁
度
が
上
昇

す
る
前
に
原
水
を
溜
め
て
お
く
施

設
）
な
ど
の
設
置

　

状
況
に
即
し
た
臨
機
応
変
な
給

水
体
制
を
組
む
こ
と
が
で
き
ず
、

給
水
車
の
適
正
配
置
や
給
水
袋
の

補
充
に
影
響
が
出
た
こ
と
か
ら
、

給
水
所
の
運
営
方
法
を
検
討
し
、

適
切
な
応
急
給
水
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

断
水
区
域
外
に
も
給
水
所
を

設
置
す
る
こ
と

■ 

水
の
運
搬
な
ど
に
支
援
が
必

要
な
方
に
配
慮
す
る
こ
と

■ 

給
水
所
の
混
雑
状
況
に
つ
い

て
情
報
提
供
す
る
こ
と

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

可
搬
式
電
動
ポ
ン
プ
の
導
入

　

緊
急
貯
水
槽
は
、地
震
災
害
時
、

電
気
や
燃
料
を
使
用
で
き
な
い
こ

と
を
想
定
し
、
手
動
に
よ
る
汲
み

上
げ
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

よ
う
な
断
水
災
害
で
は
電
気
が
使

用
で
き
る
た
め
、
今
後
は
可
搬
式

電
動
ポ
ン
プ
を
用
意
し
て
、手
動
・

電
動
の
ど
ち
ら
で
も
汲
み
上
げ
ら

れ
る
よ
う
改
善
し
ま
す
。

■ 

緊
急
貯
水
槽
の
増
設

　

今
回
の
よ
う
な
地
震
以
外
に
よ

る
断
水
で
も
、
緊
急
貯
水
槽
は
応

急
給
水
施
設
と
し
て
有
効
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
全
て
の
災
害
に
つ
い

て
、
適
切
な
給
水
所
の
配
置
数
、

配
置
場
所
や
運
営
方
法
な
ど
を
検

証
す
る
中
で
、
緊
急
貯
水
槽
の
増

設
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

道
内

他
事
業

体
と
の

協
定
な

ど
に
よ

り
、
被
災
時
に
給
水
袋
を
融
通
し

合
う
こ
と
を
見
越
し
て
約
1
万
枚

を
備
蓄
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
回
の
断
水
で
は
、
応
援
団
体
が

す
べ
て
到
着
す
る
前
に
給
水
袋
が

不
足
し
ま
し
た
。

　

初
動
時
に
必
要
な
備
蓄
量
を
再

度
検
討
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

今
回
の
断
水
で
は
、
合
計
48
台

の
給
水
タ
ン
ク
車
が
給
水
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
応
援
団
体
が
到
着

す
る
ま
で
、
市
の
保
有
す
る
給
水

タ
ン
ク
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が

で
き
ず
、
混
乱
を
招
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
断
水
災
害
と
同
規
模
の

災
害
を
想
定
し
、
給
水
タ
ン
ク
や

仮
設
水
槽
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

断
水
災
害 

　
そ
の
後
の
対
応
策

　

大
雨
に
よ
る
千
歳
川
の
に
ご
り

の
急
上
昇
を
予
測
で
き
ず
、
初
動

対
応
に
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
。

　

に
ご
り
の
状
況
を
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

上
流
に
位
置
す
る
浄
水
場
と

の
連
絡
体
制
の
強
化

■ 

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の

千
歳
川
上
流
に
お
け
る
採
水
調
査

■ 

上
流
に
原
水
濁
度
計
の
設
置

　

昨
年
９
月
11
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
断
水
災
害
に
つ
い
て
、

市
の
対
応
を
検
証
す
る
中
で
、
問
題
点
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
施
設
や
資
機
材
に
つ
い
て
も
、
近
年
顕
著
な
局
地
的
大
雨

な
ど
に
よ
る
原
水
濁だ
く
ど度
（
川
の
に
ご
り
）
の
上
昇
に
対
し
、
多
く
の
課

題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
応
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
市
民
の
方
々
や
関
係
団
体
の
方
々
な

ど
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
１
１
９
３
件
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
対
応
可
能
な
対
策
か
ら

順
次
具
体
化
し
ま
す
。
問
題
点
と
対
応
の
方
向
性
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
道
施
設

 

給
水
活
動

１　

給
水
所
の
運
営

１　

河
川
上
流
の
監
視

２　

浄
水
施
設
の
改
善

２　

緊
急
貯
水
槽

３　

給
水
袋

４　

給
水
タ
ン
ク

市の給水袋（10ℓ）

原水濁度計

市役所前で給水を受けるために並ぶ市民の列

詳
細 
水
道
部
総
務
課
☎
385
‐
１
２
１
３

現在の市の保有台数

● 給水加圧タンク車１台
● 給水タンク４台
● 10 トンタンク車１台
　（市消防本部）

市内の緊急貯水槽
　市内５か所。
●江別太小学校　●飛烏山公園
●若草公園　　　 ●大麻東公園
●とちのき公園

今回活用した緊急貯水槽
　断水した区域にある３か所。
●江別太小学校　
●飛烏山公園　　●若草公園
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情
報
提
供
の
遅
れ
は
多
く
の
方

の
不
安
を
増
幅
し
ま
し
た
。
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
す
る
こ
と
で
職
員

が
対
応
に
追
わ
れ
、
応
急
復
旧
作

業
の
人
手
不
足
を
招
き
ま
し
た
。

以
下
の
各
項
目
を
見
直
し
、
二
重

三
重
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

広
報
車
は
当
初
、
８
台
が
巡
回

し
ま
し
た
が
、走
行
速
度
が
速
く
、

内
容
を
的
確
に
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
広
報
車
を
区
域

全
体
に
行
き
届
か
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
確
な
広
報

の
た
め
、
以
下
を
検
討
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

適
正
な
走
行
速
度

■ 

広
報
文
の
読
み
上
げ
時
間

■ 

効
果
的
な
音
響
設
備

■ 

必
要
台
数
の
把
握

■ 

従
事
者
へ
の
情
報
伝
達
方
法

　

自
治
会
に
は
、
フ
ァ
ク
ス
や
電

話
で
連
絡
し
ま
し
た
が
、迅
速
性
・

正
確
性
を
欠
き
、
情
報
が
行
き
渡

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

情
報
伝
達
の
迅
速
性
と
正
確
性

を
図
る
た
め
、
自
治
会
と
市
の
情

報
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

自
治
会
と
の
情
報
連
携
の
強
化

■ 

連
絡
文
な
ど
の
明
確
化

　

市
Ｈ
Ｐ
は
、
最
新
の
情
報
が
入

る
た
び
更
新
し
ま
し
た
が
、
ア
ク

セ
ス
が
集
中
し
、
一
時
閲
覧
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
負
荷
の
軽
減

を
検
討
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 
Ｈ
Ｐ
の
災
害
モ
ー
ド
へ
の
移

行
を
速
や
か
に
行
い
、
閲
覧
時
の

負
荷
を
軽
減

■ 

配
信
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
新
た
な
情

報
媒
体
の
活
用
を
検
討

　

早
い
段
階
で
断
水
を
予
測
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
大
規
模
断
水
の

可
能
性
に
つ
い
て
危
機
対
策
部
門

へ
詳
細
な
報
告
が
遅
れ
、
早
期
に

全
庁
的
な
体
制
を
組
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
よ
う
な
大
規
模
な
断
水
災
害
に

対
応
し
た
全
庁
的
な
配
備
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
応
急
復
旧
へ
の
明
確
な
意
思

統
一
が
図
れ
ず
、
市
民
へ
の
連
絡

対
応
が
後
手
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

速
や
か
な
対
応
が
最
大
の
減
災

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
念
頭
に
、

早
期
に
全
庁
的
な
体
制
を
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
伝
達
方

法
な
ど
の
対
応
策
を
検
討
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

連
絡
体
制
の
見
直
し

■ 

防
災
訓
練
な
ど
に
よ
る
職
員

の
災
害
対
応
力
の
向
上

　

対
応
に
あ
た
っ
た
職
員
間
で
、

指
揮
命
令
・
情
報
伝
達
の
一
元
化

が
で
き
ず
、
効
率
的
な
動
き
を
妨

げ
、
問
い
合
わ
せ
に
適
切
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
員
間
の

み
な
ら
ず
、
関
係
団
体
と
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 
関
係
部
門
や
応
援
団
体
な
ど

と
の
連
携
強
化

■ 

指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化

　

詳
細
は
「
断
水
災
害
に
関
す
る

報
告
書
」
と
し
て
市
Ｈ
Ｐ
や
市
内

10
か
所
の
公
共
施
設
（
本
庁
舎
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、大
麻
出
張
所
、

水
道
庁
舎
、
情
報
図
書
館
、
市
民

会
館
、
各
公
民
館
、
鉄
南
地
区
セ

ン
タ
ー
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
）

で
配
布
し
ま
す
。

断水災害に備えて市民の皆さんにご協力のお願い！○ 
　● 緊急時の節水の呼び掛け
　災害時には、断水を回避・低減する
ため、市 HP などを通じて市民の皆さ
んに節水のご協力をお願いすることが
あります。その際は、トイレ以外の使用を控え、
身近な方への呼びかけにご協力ください。

○ 飲料用水
　最低限の必要量は、大人1人につき1日3ℓです。
フタのできる清潔な容器に、水道水を口元まで入
れて日の当たらない涼しい場所で保存しましょ
う。この場合、容器の水は３日を目安にくみ替えてく
ださい。（※浄水器を通した水は塩素による消毒効果
がないため、毎日くみ替えてください。）

 

広
報
活
動

１　

広
報
車　

２　

自
治
会
へ
の
情
報
伝
達

３　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

組
織
体
制

２　

情
報
共
有

１　

体
制

○ トイレの水
　断水時に一番困ることはトイレが使えなく
なることです。断水後のアンケートでも、トイ
レが使えず不便だったというご意見が一番多
く寄せられました。
　お風呂の残り湯は、トイレを流す水として使用する
ことができますので、すぐに捨てずにためておくと、
いざというときに役立ちます。
　トイレを一回流すのに必要な水の量は、大便の場合
で約 8ℓです。流し残しのないよう、水はねに注意し
ながら便器に勢いよく流し込んでください。

※浴槽に残り湯をためる際には、お子さんの転落防止
のため、お風呂のふたは閉めておきましょう。

こちらからもご覧いただけます。
http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/site/suidou/24007.html

市ホームページより検索できます。
http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/ 検索江別　断水災害に関する報告書 検索
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地
下
に
あ
る
メ
ー
タ
本
体
（
写

真
上
）
を
確
認
し
な
く
て
も
、
壁

付
け
さ
れ
て
い
る
遠
隔
式
カ
ウ
ン

タ
ー
（
写
真
下
）
を
見
る
だ
け
で
、

メ
ー
タ
指
針
や
水
の
使
用
状
況
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
水
道
メ
ー
タ
の「
見
え
る
化
」

を
行
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
検
針
業
務
の
効
率
化

を
す
す
め
ま
す
。

　

工
事
は
地
中
に
あ
る
メ
ー
タ
本

体
の
取
り
替
え
に
加
え
て
遠
隔
式

カ
ウ
ン
タ
ー
を
壁
な
ど
に
取
り
付

け
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
庭
や
会
社
へ

は
、
事
前
に
水
道
部
が
委
託
し
た

業
者
が
訪
問
し
、
取
り
替
え
方
法

の
説
明
や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
取
り
付

け
位
置
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
あ
と
に
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
の
費
用
は
基
本
的
に

無
料
で
す
が
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス

の
破
損
や
そ
の
他
修
繕
が
必
要
な

場
合
に
は
ご
相
談
の
う
え
、
皆
さ

ん
に
費
用
負
担
を
お
願
い
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

打
ち
合
わ
せ
や
工
事
に
伺
う
業

　

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

水
道
メ
ー
タ
の
地
上
化

遠隔式カウンター
（地上に設置）

者
は
、
写
真
付
き
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
着
用
し
、
水
道
部
発
行
の
証

明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
が
、
不

審
・
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

水
道
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細 

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー

給
排
水
・
検
査
担
当
☎
385
‐

４
９
８
９

　　

水
道
メ
ー
タ
の
検
針
は
、
こ
れ

ま
で
4
か
月
ご
と
で
し
た
が
、
2

か
月
ご
と
の
隔
月
検
針
に
平
成
27

年
10
月
か
ら
変
更
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
料
金
の

お
支
払
い
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

毎
月
と
な
り
ま
す
。

※
屋
外
に
地
下
式
メ
ー
タ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
家
庭
や
会
社
は
、
冬

期
間
は
積
雪
の
た
め
検
針
が
で
き

な
い
期
間
が
あ
り
ま
す
。

詳
細 

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
料

金
担
当
☎
385
‐
４
９
８
７

　

水
道
部
で
は
、
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
経
営
の
効
率
化
の
た

水
道
料
金
等
収
納

業
務
を
民
間
委
託

　

水
道
部
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
な
水
道

水
を
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
水水質検査の様子

の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
項
目
は

水
質
基
準
項
目
の
51
項
目
や
水
質
管
理
目
標
設
定

項
目
の
24
項
目
な
ど
で
す
。

　

昨
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
市
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し

て
い
る
ほ
か
、
水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
と
上
江
別

浄
水
場
の
２
ヵ
所
で
、冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
江
別
浄
水
場
で
は
希
望
す
る
ご
家
庭

に
対
し
、水
道
水
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
の
項
目
は
濁
度
・
色
度
・
臭
気
・
味
・
残
留

塩
素
・
ｐ
Ｈ
（
ペ
ー
ハ
ー
）
値
の
６
項
目
で
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細 

浄
水
場
浄
水
係
☎
382
‐
２
７
５
６

電子式水道メータ本体
（地下に設置） 　

4
月
か
ら
水
道
部
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
く
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え

の
際
、
現
在
の
地
下
式
メ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
や
会
社
に
お
い

て
も
、
電
子
式
（
地
上
式
）
メ
ー
タ
を
採
用
し
ま
す
。

　
水
の
使
用
状
況
を
一
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
検
針
の

頻
度
が
変
わ
り
ま
す

安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に

水
道
水
の
検
査

め
、
水
道
料
金
等
収
納
業
務
を
民

間
事
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

委
託
開
始
：
平
成
27
年
4
月
1
日

業
務
内
容
：
窓
口
受
付
業
務
、
検

針
業
務
、
収
納
徴
収
業
務
、
滞
納

整
理
業
務
、
精
算
業
務
な
ど

※
窓
口
の
場
所
は
今
ま
で
ど
お

り
、水
道
庁
舎
１
階
と
な
り
ま
す
。

詳
細 

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
料

金
担
当
☎
385
‐
４
９
８
７


